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４
月
３
日（
火
）、
揖
斐
川
町
三
輪
地
内
に

「
揖
斐
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
揖
斐
川
町
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
に
よ
り
整
備
し
た
も
の

で
、
三
輪
、
上
ミ
野
地
区
の
一
般
家
庭
や
事

業
所
か
ら
出
る
生
活
排
水
、
し
尿
な
ど
の
浄

化
処
理
を
行
い
ま
す
。

式
典
で
は
、
町
長
が「
揖
斐
川
上
流
に
住

む
私
た
ち
に
は
美
し
い
自
然
や
き
れ
い
な
環

境
を
守
り
森
の
恵
み
を
海
へ
と
運
び
、
清
流

揖
斐
川
を
次
世
代
に
継
承
す
る
責
任
が
あ

る
。
こ
の
施
設
の
完
成
で
、
生
活
環
境
や
水

環
境
が
大
き
く
改
善
さ
れ
る
。」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
生
活
環
境
と
水
環
境
の
保
全
へ

の
改
善
に
努
め
、
揖
斐
川
町
の
目
指
す「
自

然
健
幸
の
ま
ち
い
び
が
わ
」
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

４
月
４
日（
水
）、
揖
斐
川
町
役
場
公
室
で

西
濃
建
設
株
式
会
社
か
ら
小
中
学
校
へ
の
入

学
お
祝
い
品
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
西
濃
建
設
株
式
会
社
が
昨
年
か

ら
始
め
た
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
で
、
揖
斐

郡
内
の
小
中
学
校
に
入
学
す
る
新
１
年
生
を

お
祝
い
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

贈
呈
式
で
、
西
濃
建
設
株
式
会
社
の
笹さ
さ

田だ

哲て
つ

夫お

代
表
取
締
役
社
長
か
ら
富
田
町
長
に
お

祝
い
品
と
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

お
祝
い
品
と
し
て
、
小
学
１
年
生
に
は
鉛

筆
１
ダ
ー
ス
と
定
規
１
本
、
中
学
１
年
生
に

は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
１
本
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

４
月
４
日（
水
）、
揖
斐
川
町
谷
汲
徳
積
地

内
で
揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
美
濃
大

野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
合
同
で
桜
の
植
樹

と
清
掃
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際

協
会
三
三
四

－

Ｂ
地
区
記
念
事
業
と
し
て
、

両
ク
ラ
ブ
が
河
津
桜
30
本
を
譲
り
受
け
て
実

施
す
る
も
の
で
、
門
前
地
内
の
中
谷
川
沿
い

約
２
０
０
ｍ
に
は
29
本
の
植
栽
と
周
辺
の
清

掃
活
動
、
春
日
小
学
校
に
は
河
津
桜
１
本
を

植
栽
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は「
数
年
後
に
は
、
大
き
く
育
っ

た
こ
の
桜
を
観
る
た
め
に
、
多
く
の
方
が
足

を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
。」
と
の
思

い
を
込
め
て
、
丁
寧
に
植
栽
を
し
ま
し
た
。

４
月
７
日（
土
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

な
も
も
で
、
平
成
30
年
度
揖
斐
川
町
区
長
会

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
政
功
労
者
表
彰
で
は
、
長
年
に
わ
た
り

各
分
野
で
ご
尽
力
さ
れ
た
森も
り

本も
と

節せ
つ

子こ

さ
ん

（
教
育
功
労
）、藤ふ
じ

原は
ら

修お
さ

身み

さ
ん（
林
業
功
労
）、

折お
り

戸と

孝た
か

行ゆ
き

さ
ん（
そ
の
他
功
労 

教
育
・
福

祉
）、
増ま
す

田だ

隆た
か

司じ

さ
ん（
そ
の
他
功
労　

交
通

安
全
）
の
４
名
が
表
彰
さ
れ
た
ほ
か
、
長
年

区
長
と
し
て
町
内
自
治
の
振
興
、
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
高た
か

橋は
し

典の
り

男お

さ
ん
、
田た

中な
か

正ま
さ

敏と
し

さ
ん

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
富
田
町
長
か
ら
平
成
30
年

度
の
ま
ち
づ
く
り
、
主
要
事
業
等
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
岐
阜
大
学
工
学
部
シ

ニ
ア
教
授
の
髙た
か

木ぎ

朗あ
き

義よ
し

氏
を
招
き
、「
地
区

と
し
て
の
防
災
・
減
災
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
入
生
応
援
で
地
域
貢
献
活
動

植
樹
・
清
掃
奉
仕
活
動

揖
斐
川
町
区
長
会
研
修
会
で

　

町
政
功
労
者
を
表
彰

揖
斐
浄
化
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

▲岐阜大学髙
たか
木
ぎ
朗
あき
義
よし
氏による講演

▲お祝い品と目録の贈呈

▲参加者全員で植栽後の記念撮影

▲関係者によるテープカット
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４
月
９
日（
月
）、
揖
斐
川
町
名
倉
地
内
で
名

倉
清
流
発
電
所
の
通
電
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
完
成
し
た
発
電
所
は
、「
県
単
小
水

力
発
電
施
設
整
備
事
業
」
に
よ
り
、
農
業
用

水
を
活
用
し
て
整
備
さ
れ
た
小
水
力
発
電
施

設
で
す
。

こ
の
発
電
所
は
、
一
般
家
庭
２
０
０
世
帯

分
の
年
間
使
用
電
力
量
に
相
当
す
る
電
力
を

発
電
し
、
年
間
約
４
０
０
ト
ン
の
二
酸
化
炭

素
削
減
効
果
が
あ
り
ま
す
。

通
電
式
で
は
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
の
後
、
施
設
見
学
を
行
い
、
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
発
電
に
よ
る
売
電
益
は
、
土

地
改
良
施
設
の
維
持
管
理
、
農
村
振
興
施
設

の
電
気
代
等
に
活
用
し
ま
す
。

４
月
10
日（
火
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

な
も
も
で
揖
斐
警
察
署
が
主
催
す
る
シ
ル

バ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
嘱
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

同
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
高
齢
者
ら
が
交
通

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、
地
域
で
交
通
事

故
防
止
を
呼
び
掛
け
る
活
動
な
ど
を
し
ま

す
。
委
嘱
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り

で
す
。

橋は
し

本も
と　
　

滿み
つ
る

さ
ん（
小
島
）

高た
か

橋は
し　

正ま
さ

昭あ
き

さ
ん（
清
水
）

林は
や
し　

ほ
な
み
さ
ん（
北
方
）

松ま
つ

永な
が　

直な
お

樹き

さ
ん（
谷
汲
深
坂
）

岩い
わ

﨑さ
き　
　

浩ひ
ろ
し

さ
ん（
谷
汲
有
鳥
）

加か

藤と
う　

内な
い

記き

さ
ん（
春
日
香
六
）

藤ふ
じ

田た　

宮み
や

子こ

さ
ん（
春
日
六
合
）

杉す
ぎ

山や
ま　

正ま
さ

城し
ろ

さ
ん（
樫
原
）

小お

倉ぐ
ら　

照て
る

勇お

さ
ん（
日
坂
）

中な
か

野の　

郁い
く

子こ

さ
ん（
西
横
山
）

須す

綱あ
み　

政ま
さ

人と

さ
ん（
坂
内
川
上
）

４
月
15
日（
日
）、
い
び
が
わ
エ
コ
ド
ー
ム

で
平
成
30
年
度
揖
斐
川
地
区
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
各
地
区
の
区
長
さ
ん
や

町
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
員

が
、
ご
み
減
量
化
と
分
別
に
対
す
る
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
目
的

に
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
分
別
研
修
の
受
講

と
分
別
作
業
の
実
践
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
、揖
斐
川
町
で
は
チ
ャ
レ
ン
ジ「
家

庭
可
燃
ご
み
10
％
減
量
化
作
戦
」
を
揚
げ
て

お
り
、
目
標
達
成
に
向
け
て
の
キ
ッ
ク
オ
フ

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

４
月
16
日（
月
）、
国
歌「
君
が
代
」
に
詠

ま
れ
て
い
る「
さ
ざ
れ
石
」
の
寄
贈
式
が
東

京
の
首
相
官
邸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
長
、

町
議
会
議
員
、
春
日
地
域
住
民
、
県
関
係
者

な
ど
合
わ
せ
て
総
勢
28
人
で
訪
問
し
、
さ
ざ

れ
石
と
町
の
Ｐ
Ｒ
を
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

贈
っ
た
さ
ざ
れ
石
は
縦
、
横
、
高
さ
が
約

40
㎝
で
、
重
さ
が
約
50
㎏
。
町
長
か
ら
安
倍

首
相
に「
国
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
さ
ざ
れ
石
」

に
つ
い
て
書
か
れ
た
欅
の
盾
と
と
も
に
さ
ざ

れ
石
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

安
倍
首
相
か
ら
は「
日
本
国
の
平
和
と
繁

栄
が
、
千
代
に
八
千
代
に
こ
け
の
む
す
ま
で

続
く
よ
う
に
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
い
き

た
い
」
と
の
お
礼
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ざ
れ
石
は
旧
春
日
村
時
代
か
ら
皇
居
や

歴
代
の
首
相
、
著
名
な
神
社
な
ど
に
贈
ら
れ

て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

委
嘱
式

平
成
30
年
度
揖
斐
川
地
区

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
員
研
修
会

揖
斐
川
町
産「
さ
ざ
れ
石
」を

首
相
官
邸
へ
寄
贈

名
倉
清
流
発
電
所
通
電
開
始

▲安倍首相にさざれ石を寄贈する町長

▲分別作業の実践を行うリサイクル推進員

▲委嘱状を代表受領する橋本滿さん

▲関係者によるテープカット
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平
成
30
年
２
月
11
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
高

橋
喜
芳
さ
ん（
北
方
）
が
、
瑞
宝
双
光
章
を

受
章
さ
れ
、
富
田
町
長
よ
り
ご
家
族
へ
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
４
月
に
根
尾
村

立
樽
見
小
学
校
の
教
諭
と
し
て
赴
任
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
春
日
中
学
校
を
は
じ
め
郡

内
の
小
学
校
に
勤
務
さ
れ
、
垂
井
町
立
宮
代

小
学
校
の
教
頭
、
長
瀬
小
学
校
の
教
頭
、
揖

斐
郡
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
の
指
導
主
事
を
歴

任
し
、
多
治
見
市
立
南
姫
小
学
校
の
校
長
に

赴
任
し
ま
し
た
。
大
野
町
立
大
野
小
学
校
で

定
年
退
職
さ
れ
、
そ
の
後
も
、
揖
斐
郡
教
育

研
修
セ
ン
タ
ー
所
長
と
し
て
、
学
校
教
育
の

充
実
に
貢
献
さ
れ
、
地
域
に
お
い
て
も
北
方

地
区
の
区
長
と
し
て
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
生
前
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
多
大
な
功
績
に

対
し
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

４
月
21
日（
土
）、
揖
斐
川
町
東
横
山
地
内

の「
イ
ビ
デ
ン
の
森
」
で
森
林
づ
く
り
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
が
推
進
す
る「
企
業
と
の
協

働
に
よ
る
森
林
づ
く
り
」
の
一
環
で
、
平
成

20
年
に
締
結
し
た
イ
ビ
デ
ン（
株
）、
揖
斐
川

町
お
よ
び
県
と
の
森
林
づ
く
り
協
定
に
基
づ

く
活
動
で
、
関
係
者
に
よ
る
記
念
植
樹
や
伐

採
見
学
な
ど
の
森
林
整
備
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
森
林
整
備
後
に
は
地
域
交
流
事
業

と
し
て
、
イ
ビ
デ
ン
グ
ル
ー
プ
関
係
者
と
地

域
住
民
な
ど
が
、
箸
づ
く
り
、
森
の
よ
う
ち

え
ん
体
験
や
鬼
ま
ん
じ
ゅ
う
づ
く
り
な
ど
を

行
い
、
森
林
づ
く
り
を
通
じ
て
お
互
い
に
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

５
月
１
日（
火
）、
揖
斐
川
町
桂
の
桂
茶
生

産
組
合
の
茶
園
で
、
児
童
と
園
児
に
よ
る
お

茶
摘
み
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
場
産
業
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
、
郷
土
の
特
産
品
に
つ
い
て
学
習
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
毎
年
春
の
一
番
茶
の
時
期

に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
茶
摘
み
体
験
を
し
た
の
は
、
揖
斐
小

学
校
、大
和
小
学
校
の
児
童
と
い
び
幼
児
園
、

や
ま
と
・
き
た
が
た
幼
児
園
の
園
児
約

１
０
０
人
で
す
。

お
茶
摘
み
の
あ
と
に
は
工
場
を
見
学
し
、

組
合
の
職
員
か
ら
い
び
茶
が
ど
の
よ
う
に
生

産
さ
れ
る
の
か
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
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（
ア
メ
リ
カ
・
フ
ロ
リ
ダ
州
）

★
ジ
ャ
ズ
部
門

★
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
部
門

　

大
垣
女
子
短
期
大
学

　
　
　

１
年　

高た
か

橋は
し　

梓あ
ず
さ

さ
ん（
西
津
汲
）

イ
ビ
デ
ン
の
森
で
森
林
づ
く
り
活
動

幼
児
園
、
小
学
校
お
茶
摘
み
体
験

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者　

激
励
会

瑞
宝
双
光
章
の
受
章

▲楽しく茶摘み体験をする園児

▲記念植樹の様子

▲ご家族への伝達


